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目的　 近 年 衣 料 品 の クレ ー ム の 申 で 綿 に 関 す るも の が 最も 多 く 。 特 に 色 相 変 化 が 問 題 と

な り 、 縮 繊 維 の染 色 物 に対 す る､高 堅 ろ う 度が 要 求されている。そ の 中 で も 汗 、 日 光の 複 合 堅 ろ

う 度 は 、 珊 在 重 要 な 評 価 項 目 と な っ て い喝 。 そ こ で 綿 の染 色 に 広く 用 い ら れ か つ クレ ー ム

の多 い 反 応 染 料 染 布 に つ いて、 各 種 処 理 加 工 を 行 い 耐 光、 濡 耐 光 、 汗 耐 光 に つ い て 比 較し

日 光、 汗 に対 す る 複 合 堅 ろ う 度 の 改 善 を 検 討し た。

方 法　i ）試 料　 精 練 漂 白 済 綿メ リ ヤ ス40 番 手　2)  染 料　 三 原 色 （ 住 友 化 学 工 業KK 、 日 本

化 薬KK 提 供温 ）　3 ）処 理 剤　 フ ィ ツ ク ス 剤、 紫 外 線 吸 収 剤、 樹 脂 加 工 剤　4 ）試 験 方 法　 試

布を 染 色 後 各 種 処 理 加 工を 行 いＪＩＳ-Ｌ－0888 （Ａ）法 に 準 拠し Ｊ ｌ Ｓ一一法 ア ルカ リ 性A, 工 汗 液 、 ユ

ニ チ カ 法 ア ル カ リ 性 人 工 汗 液 を 使 用しK.  。　5 ）試 験 項 目　JIS-L-08  42   カ ー ボ ン ア ー ク 燈 光

に 対 す る 染 色 堅 ろ う 度 試 験、J I S-L －0888 光 及･ぴ 汗 に 対 する 染 色 堅 ろ う 度 試 験を 行 っ た 。

結 果　 染 布 の 湿 潤 状 態 で の 堅 ろ う､度 は 乾 燥 時 に 比 ぺ2  －4 級 程 度 低 く 、 特 に 配 合 染 料 に よ

る 染 布 は 単 一 染 料 と し て 用 い た 時 よ り 退 色 が1 －2   級 劣 っ た 。 フ ィ ツ ク ス 剤 処 理 効 果 は 、 濃

色 染 布 に は や や 有 効 で あ る が 、 淡 色 染 布 の場 合 は 堅 ろ う 度 を 低下 さ せ た 。 紫 外 線 吸 収 剤に

よ る 処 理 は 、あ まり 著し い 変 化 は 見ら れな か っ た が 、 処 理 剤 の 種 類 に よ っ て は逆 に 堅 ろ う

度 を 低 下 さ せ そ の 選 択 が 必 要 で あ る こ と が 判 っ た。 グ リ オ キ ザ ール 系 樹 脂 加 工 は 耐 光 堅ろ

う 度 を 向 上 さ せ る の に 有 効 で あ っ た が、 実 用 面 か ら 考 え コ スト 、 加 工 過 程 の 時 間 、 手 間な

ど の 改 善 、 加 工 に よ る 色 相 や 繊 維 風 合 の変 化 の 阻 止 、 改 善が 必 要と 考 え ら れ た 。
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